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特集

ベストセラー「国際誌にアクセプトされる医学論
文」が 19 年振りに改版されました。「優れた研究
を優れた論文にするためのノウハウ」が 256 の原
則，68の図表で示されます。査読者やエディター
への調査結果をふんだんに取り入れ，研究計画か
ら論文修正までを論じ，医学的所見の評価，知識
の取捨選択のための指南書としても役立ちます。
例えば，よい論文とは「ドーンと景気のよい In-
troduction に始まり，稲妻のように鋭い結論で締
めくくられる」といった表現もあり，読み飽きさ
せません。Introduction で示された先行研究にあ
るギャップ（切り欠き）を埋めるピースがMeth-
odsであり，Resultsであることを模式化した図な
どはとても印象的です。Methods と言えば，IN-
TENSIVIST の連載から大幅に加筆された新刊
「臨床論文のMethodsを読むMethod」もお勧めで
す。前述の書籍では「医療統計家に相談しなさい，
というアドバイスでは不十分」とありますが，著
者は臨床医とデータサイエンティストの両者の視
点をもち，統計解析の知識を含めた臨床論文の読
み方の丁寧な案内となっています。
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2019年第2号（Vol.7 No.2）（6月発行）

Part 1：集中治療の基礎知識
 1． ICUの形態，重症度スコア，入退室基準
 2． RRS（rapid response system）
 3． コード・事前指示
Part 2：システムごとに診る
 4． 神経：鎮痛・鎮静・せん妄
［コラム①］低酸素脳症
 5． 呼吸：①人工呼吸器総論
 6． 呼吸：②人工呼吸器離脱
［ミニコラム①］気道確保（DAM）
［ミニコラム②］集中治療におけるシミュレーショントレーニング
［コラム②］非侵襲的換気療法（NIV）とネーザルハイフロー（HFNC）
［コラム③］ARDS
 7． 循環：①総論
 8． 循環：②敗血症
 9． 消化器
 10． 腎臓
 11． 血液
 12． 感染症：ICUの発熱にどのように対処すべきか？
 13． 内分泌
Part 3：予防とpost ICUケア
14．予防
15．post-ICUケア ※誌面の都合により，内容が変わることがあります。

日本では，米国型の集中治療専従医が治療をするという施設は圧倒的に
少ないのが現状です。一般内科医も集中治療の知識をもち，自分である
程度管理できるようになることが大事です。姉妹誌INTENSIVISTとは
切り口の違う，「ひとりぼっちになったときに読む本」が必要なのではな
いかと考えました。
特集各章の構成は，基礎知識を頭に入れたのち，システムごとに，典

型的な症例（日本の大多数の非専門医のセッティングを念頭に）をイメ
ージしながら読み進められるようにしました。あわせて知っておきたい
各論的なテーマや手技的なものも，コラム，ミニコラムで紹介します。
各項目のトピック，CQのフォーカスのポイントとして，内科医が比較

的得意とし，当たり前にできることは割愛しました。system by system
で必ずディスカッションになるところ，すべての患者に必要なアセスメ
ントを中心にまとめています。
集中治療管理となる患者をsystem by systemでみることの重要性を
伝え，ベッドサイドで役立ち，そしてエビデンスに基づいた治療がわか
る，これらが知識ベースではなく症例ベースで勉強できるテキストを目
指します。
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